
 1 

新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

第
１

８
７

７
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◇

実
施

日
；

平
成

２
８

年
０

５
月

２
９

日
(
日

)
 

薄
曇

 

◇
参

加
者

；
沖

﨑
吉

信
、

生
熊

敏
男

、
畑

林
秀

味
・

清
子

、
濱

野
兼

吉
、

 

橋
本

梓
、

大
江

加
予

子
、

梶
野

照
雄

。
 

 
 

 
 

８
名

。
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

３
月

の
大

雲
・

小
雲

取
越

え
、

４
月

の
本

宮
～

玉
置

山
に

続
き

、
第

三
回

目
の

春
峰

行
が

、
５

月
２

８
日

～
２

９
日

に
玉

置
山

～
行

仙
宿

( 泊
) ～

前
鬼

間
で

行
わ

れ
た

。
 

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

と
し

て
は

、
２

日
目

に
持

経
宿

で
の

接
待

が
恒

例
と

な
っ

て
お

り
、

右
記

の
８

人
が

対
応

し
た

。
 

生
熊
・
畑

林
( 秀

) の
ご

両
人

は
、
昨

日
の

車
回

送
( 玉

置
神

社
→

前
鬼

) 、
行

仙
宿

へ
の

荷
上

げ
作

業
に

も
参

加
さ

れ
、

二
日

連
続

で
の

出
仕

で
あ

る
。

 

玉
岡

相
談

役
と

川
島

世
話

人
代

表
は

、
三

井
寺

( 園
城

寺
) の

天
台

寺
門

宗

立
宗

一
千

百
五

十
年

慶
讃

法
要

並
び

に
祝

賀
会

に
出

席
の

た
め

、
不

参
加

と

な
っ

た
。

 

接
待

準
備

の
都

合
上

、
今

回
の

熊
野

修
験

参
加

者
数

の
把

握
が

必
要

で
あ

る
、

三
日

前
に

青
岸

渡
寺

・
高

木
亮

英
師

か
ら

電
話

が
入

る
。

 

①
 
今

回
私

は
用

事
が

あ
っ

て
参

加
出

来
な

い
。

 

②
 
息

子
の

高
木

智
英

が
、
持

経
宿

か
ら

同
行

す
る

。
林

道
ゲ

ー
ト

の
事

も

あ
っ

て
、

池
原

で
同

行
者

; 生
熊

行
者

と
田

中
の

２
名

・
２

台
と

合
流

の
上

、
同

行
を

頼
む

。
 

③
 
参

加
者

は
、

３
０

名
で

持
経

宿
で

息
子

達
以

外
の

参
加

者
も

な
い

。
 

と
の

事
で

あ
っ

た
。

例
年

５
０

名
を

越
え

る
参

加
者

は
あ

る
が

、
今

回

大
分

絞
ら

れ
た

様
だ

。
 

当
日

５
時

３
０

分
、
沖

﨑
、
畑

林
の

２
台

に
分

乗
し

出
発

す
る

。
最

近
は

、

宮
井

大
橋

・
大

沼
経

由
が

定
番

と
な

っ
て

い
る

。
早

朝
に

出
発

し
た

事
も

あ

っ
て

、
ジ

ャ
ス

ト
１

時
間

の
６

時
３

０
分

に
池

原
ス

ポ
ー

ツ
公

園
着

。
 

高
木

智
英

氏
ら

の
３

人
は

既
に

到
着

さ
れ

て
い

た
。

 

畑
林

車
は

池
原

に
デ

ポ
し

、
智

英
氏

を
紹

介
の

あ
と

３
台

に
分

か
れ

て
の

出
発

で
あ

る
が

、
５

月
１

４
日

持
経

宿
巡

回
時

、
林

道
は

相
当

荒
れ

て
い

て

倒
木

も
あ

っ
た

。
帰

路
そ

の
処
理

も
不
完
全

の
た

め
気

に
な

っ
て

い
た

。
 

梶
野
君

も
参

加
の
申

出
が

あ
り

、
１

０
時
迄

に
持

経
宿

へ
行
く

と
の

連
絡

が
あ

っ
た

。
 

ス
ペ
ア
タ
イ
ヤ

が
な

い
と

い
う

田
中
君

の
車

を
含

め
３

台
が

林
道

へ
入

っ

た
。
直

ぐ
に

数
日

前
に
整

備
さ

れ
た

と
気
付
く

。
ゲ

ー
ト
手

前
、

ゲ
ー

ト
奥

の
ダ

ー
ト

な
道

の
路
面

が
き

れ
い

だ
。
気

に
な

っ
て

い
た
途

中
の

倒
木

も
根

元
も

か
ら
引

き
ず

り
降
ろ

し
た

様
で

、
林

道
脇

に
片
付
け

ら
れ

て
い

た
。

お

陰
で
何

時
も

の
様

に
約

４
０

分
で

持
経

宿
に

着
い

た
。

 

千
年
桧

お
堂

、
不
動
堂

の
お
供

え
や
幟

立
、

ト
イ
レ
確
認

・
紅
茶

作
り
等

そ
れ
ぞ

れ
が

分
担

し
、

準
備
完
了

し
た

９
時
少

し
過
ぎ

に
梶

野
君

も
到

着
。

 

高
木

・
生

熊
・

田
中

の
３

氏
は

、
千

年
桧

で
迎

え
る

と
出

立
さ

れ
た

。
 

９
時

２
０

分
法
螺

の
音

が
聞
こ

え
熊

野
修

験
一

行
が

到
着

さ
れ

、
直

ぐ
に

不
動
堂

で
勤

行
の
後

、
休
憩

と
な

る
。

 

 
 

 
 

紅
茶

準
備

完
了

 
 

持
経

宿
に

到
着

 
 

不
動

堂
で

勤
行

 
夏

柑
・

西
瓜

の
接

待
 

 

昨
日

の
行

仙
宿

宿
泊

は
、

２
９

名
と

の
こ

と
。

 

高
松

修
験

代
表

の
松

岡
氏

も
参

加
さ

れ
て

い
る

の
で

、
持

経
宿
改
築

の
協

力
や

昨
秋

の
４

０
周

年
祝

賀
会

参
加

も
あ

っ
て

ご
挨
拶

を
す

る
。
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一
通

り
見

回
す

が
、
顔
馴
染
み

は
い

な
い

。
又

、
近
辺

か
ら

の
参

加
者

は

殆
ん
ど

い
な

い
様

で
あ

る
。
内
女
性

は
４

～
５

名
の
み

。
 

皆
さ
ん
暖

か
い
紅
茶

と
冷

た
い

ス
イ
カ

に
ご
満
悦

の
様

子
。

 

参
加

者
に

持
経
改
築

に
伴
う
寄
付

の
御
礼

を
述
べ

さ
せ

て
い

た
だ

い
た

。
 

２
０

分
位

の
一
服

の
後

、
前

鬼
へ
向

か
っ

て
出

立
さ

れ
た

。
 

出
立
後

、
室
内

外
の
整
理
や

清
掃

、
ト
イ
レ

・
倉
庫

も
併
せ

て
行
う

。
梶

野
君

は
、
テ

ー
ブ
ル

の
ア
ル
ミ
足

の
調
整

作
業

な
ど

行
う

。
 

１
０

時
３

０
分
過
ぎ

、
持

経
宿

を
あ

と
に

し
た

が
、
こ
こ

で
も

梶
野

車
が

パ
ン
ク

、
１

４
日

に
続

き
今

月
２

回
目

。
一
度

、
車

の
御
祓

い
で

も
必

要
で

は
・

・
・

。
 

本
来

な
ら

平
治

宿
を

巡
回

す
る

が
、

前
鬼

へ
向

い
昼
食
後

、
小
仲
坊

お
堂

裏
手

の
１

５
０

年
位

は
経

っ
て

い
る

と
思

わ
れ

る
杉

の
伐
採

大
木

の
枝
や
落

枝
整
理

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

作
業

を
、

行
仙

宿
で

お
世

話
し

た
方

も
加

わ
り

、

１
５

時
半
頃
迄
や

ら
せ

て
い

た
だ

き
帰

路
に
つ

い
た

。
 

 
 

 

前
鬼

へ
持

経
宿

出
立

 
 

小
仲

坊
で

の
ボ

ラ
ン

テ
ィ

ア
作

業
者
 

 尚
、

今
回

の
熊

野
修

験
参

加
者

の
中

に
埼

玉
県

か
ら

来
ら

れ
た
長
谷

川
さ

ん
( 天

台
系
仏

師
) と

い
う
方

か
ら

、
行

仙
宿

・
行

者
堂
内

の
役
ノ

行
者
像

が

腕
も
落
ち

、
傷
み

も
ひ
ど

い
状
態

だ
と
指
摘

を
さ

れ
た

。
気

に
な

っ
て

い
た

が
、

い
よ

い
よ

な
ん

と
か
せ
ね
ば
！

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

( 記
 

沖
﨑

、
写
真
;
梶

野
) 

  


